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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
昨
年
に
引
き
続
き
、
気
候
変
動
の
深
刻
化
や
世
界

各
地
の
紛
争
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、

食
料
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
体
制
の
構
築
が
今
ま

さ
に
急
務
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

昨
年
、
全
国
的
に
懸
念
が
高
ま
っ
た
米
の
需
給
ひ
っ
迫

問
題
で
は
、供
給
量
の
不
足
か
ら
政
府
備
蓄
米
が
大

量
に
放
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
米
の
価
格
高
騰
の
話

題
が
連
日
の
よ
う
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら

れ
、多
く
の
国
民
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
が
、
一
方
で
、

米
の
価
格
が
生
産
コ
ス
ト
を
下
回
っ
て
い
る
問
題
は
、

全
国
的
な
議
論
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
農
業
が
持
続
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
生
産

者
と
消
費
者
の
双
方
が
納
得
で
き
る
適
正
な
価
格
形

成
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
農
産
物
の
価
値
や
生
産
者

の
思
い
を
正
し
く
理
解
し
、支
え
合
う
関
係
が
今
こ
そ

求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
農
業
委
員
会
は
、
地
域
の
農
地
が
適
正
に
利

用
さ
れ
、次
代
の
担
い
手
に
円
滑
に
受
け
継
が
れ
、生

産
者
が
安
心
し
て
営
農
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
努
め

て
参
り
ま
す
。引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
石
狩
の
農
業
に
と
っ
て
実
り
豊
か
な
一
年
と

な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
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石狩市農業委員会では、令和７年８月２６日に地域農業現況調査（作況調査）を行いました。

スマート農業の活用による水稲の生育状況について（山内農場）

当日は天候にも恵まれ、農業委員１６名、関係機関７名、農業委員会事務局３名で作況調査を行いました。

今年は近年話題となっている「スマート農業」への知識を広げるため、「自動水管理システム（水田ファーモ）」

を試験実施している美登位の山内農場を訪れ、水稲の生育状況とあわせてスマート農業について学ばせて

いただきました。

自動水管理システム（水田ファーモ）とは、水位センサーと給水ゲートの働きにより、離れた場所から水田の

水位確認を行い、給水を管理をすることができるシステムです。また、スマホのアプリからも水位確認が可能

であるため、いつでも簡単に水田へ入水することができ、農作業の省力化が図られます。

今年度、山内農場ではスマート農業の実施による農作物の生育状況への影響を確認するため、水田ファー

モを導入した水田と慣行区における水田を別々に管理・比較し、茎数と草丈により試験調査行いました。結

果は、水田ファーモの導入による生育への遅れ等は見られず、影響は無かったとのことでした。

現在、日本の農業現場は高齢化と後継者不足により、慢性的な人手不足の状態にあります。それは石狩市

においても例外ではなく、石狩市の水田農家の数はこの10年で34戸減少しており、一戸当たりの面積は

3ha増加しています。スマート農業の導入には初期費用等の課題もありますが、これらを上手く活用するこ

とにより、これからますます深刻になる担い手不足への救世主となってくれるのではと期待する声が上がり

ました。

全国農業新聞を読んでみませんか？

見やすく！分かりやすく！充実した農業・農村の情報を届けます！
１週間の農政の動きや現場で役立つ栽培技術・流通の情報、魅力的な農家の取り組み
などを幅広く伝えます。

◆毎週金曜日発行
◆購読料は月額７00円

（年間8,400円）

購読申込は農業委員会事務局まで



石狩市農地賃借料情報
令和7年1月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準
（10ａ当たり）は、以下のとおりとなっております。

「農業者年金」に加入しましょう！

①積立方式・確定拠出型で少子高齢時代に強い
②保険料は月額２万円※から６万７千円の間で自由に決められる
③終身年金で、80歳前に亡くなられた場合は、死亡一時金がある
④支払った保険料は全額が社会保険料控除の対象となる
⑤一定の要件を満たせば、保険料の国庫補助がある
※35歳未満で政策支援加入の対象とならない方は1万円

詳しくはJA窓口、農業委員、農業委員会事務局まで

☆農業者年金には様々なメリットがあります☆

１ 田の部（転作田含む）

締結（公告）された地区名 平均額 最高額 最低額 データ数 備 考

旧石狩市 8,900円 10,500円 4,400円 46

厚田区 8,500円 14,400円 2,600円 108

浜益区 － － － － データなし

（参考）石狩市平均 8,600円 154

２ 畑の部

締結（公告）された地区名 平均額 最高額 最低額 データ数 備 考

旧石狩市 6,600円 10,300円 3,500円 73

厚田区 5,200円 9,300円 2,900円 56

浜益区 － － － － データなし

（参考）石狩市平均 6,000円 129

＊１ データ数は、集計に用いた筆数
＊２ 金額は、算出結果を四捨五入し１００円単位としている



農地台帳登載内容調査を実施します

提出期限１月２３日（金）
大切な調査です！
ご協力よろしくお願いいたします。

編集・発行 ★ 石狩市農業委員会
〒061-3292 石狩市花川北６条1丁目３０番地２（市役所３階）

TEL 0133-72-3147 ／ FAX 0133-72-3540

令和８年７月改選期の農業委員を募集します

現農業委員の任期満了により、次期委員の募集を行います

≪応募資格≫

①農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項、その他の農業委員会

が所掌する事項に関し、その職務を適切に行うことができる方

②市内に住所を有する方等（市内に住所を有しないが、市内で農業経営を行っている方、市内

の農業事情に詳しい方を含む）

法の規定により、次に該当する方は対象となりません
・破産手続開始の決定を受けて復権を得ない方
・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなる
までの方

≪募集人数≫ １８人

≪任 期≫ 令和8年7月20日～令和11年7月19日

≪推薦・応募方法≫

応募期間内（２月2日～2月27日）に必要書類を農業委員会

事務局に持参または郵送にて提出してください。

（詳細については、広報いしかり２月号、ホームページ等に

掲載予定）

農業委員会では、農家の皆さんの家族構成・農業経営状況等を的確に把握し、各種証明書発行

の際の基礎資料とするため、農地台帳登載内容調査票を配布し、1月1日現在の世帯員・農地等
の状況をお知らせいただいています。

≪提出先≫

● 石狩市農業委員会事務局 ・

厚田支所 ・ 浜益支所

● ＪＡさっぽろ石狩八幡支店 ・

石狩花畔支店

● ＪＡ北いしかり厚田事務所 ・

浜益事務所

※応募・推薦のあった方の中から議会の同意を得て、市長が任命します。


